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動
産
の
買
い
入
れ
に
つ
い
て

（
内
容
）

完
全
循
環
型
ト
イ
レ
２
基
の
購

入
に
あ
た
り
、
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
。

す
さ
み
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て（
内
容
）

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
及

び
加
算
金
に
係
る
条
例
の
一
部
改

正
を
行
う
も
の
。

す
さ
み
町
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
内
容
）

総
合
運
動
公
園
東
屋
へ
の
シ
ャ

ワ
ー
室
設
置
に
伴
い
、
そ
の
使
用

料
を
規
定
す
る
た
め
、
当
該
条
例

過
疎
対
策
事
業
債

２
２
，
６
０
０
千
円

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

△
３
２
，
５
２
０
千
円

「
歳
出
」
主
な
も
の

ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委
託

４
１
，
７
２
０
千
円

２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
購
入
費

６
，
５
０
０
千
円

道
の
駅
す
さ
み
周
辺
用
地
造
成

工
事
　
　
　
２
，
８
０
０
千
円

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
国
県

負
担
金
等
過
年
度
分
返
還
金

６
，
６
３
２
千
円

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
積
立
金

９
，
６
５
４
千
円

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

操
出
金
　
△
２
，
３
１
９
千
円

令
和
３
年
度
す
さ
み
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

（
内
容
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
１
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
６
億
７
６
，
８
７
０
千
円

と
す
る
も
の
。

令
和
３
年
度
す
さ
み
町
国
保
す

さ
み
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

（
内
容
）

収
益
的
収
入
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務

委
託
費
１
８
，
６
２
４
千
円
を
予

算
科
目
の
組
替
え
を
行
っ
た
も
の
。

令
和
３
年
度
す
さ
み
町
土
地
取

得
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

に
つ
い
て

（
内
容
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
，
２
０
６
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
３
，
７
４
４

千
円
と
す
る
も
の
。

動
産
の
買
い
入
れ
に
つ
い
て

（
内
容
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
で
計
上
し
た
観
光

施
設
管
理
備
品
（
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ナ
ー
）
購
入
に
あ
た
り
議
会
の
同

意
を
得
る
も
の
。

令
和
３
年
度
す
さ
み
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
つ
い

て（
内
容
）

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
１
９
，
０
３
０
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
額
を

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
48
億
７
７
，

８
８
５
千
円
と
す
る
も
の
。

会期　令和２年12月９日～12月17日（９日間）会期　令和２年12月９日～12月17日（９日間）

12月定例会12月定例会令和3年令和3年

第７回第７回

令
和
３
年
第
７
回
す
さ
み
町
議
会
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、

報
告
案
件
１
件
、
条
例
改
正
案
件
２
件
、
町
道
路
線
認
定
案
件
１
件
、

令
和
３
年
度
補
正
予
算
案
件
４
件
で
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。
ま
た
追
加
議
案
で
動
産
の
買
い
入
れ
に
係
る
案
件
１
件
、
令

和
３
年
度
補
正
予
算
案
件
１
件
に
つ
い
て
も
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

な
お
、
一
般
質
問
は
、
３
名
が
登
壇
し
、
町
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
。

の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
。

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
内
容
）

新
た
に
町
道
路
線
と
し
て
上
戸

川
河
中
線
、
立
野
ヒ
ル
ズ
３
号
線
、

立
野
ヒ
ル
ズ
４
号
線
の
認
定
を
求

め
る
も
の
。

令
和
３
年
度
す
さ
み
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い

て（
内
容
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
７
３
，
０
２
２
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
48
億
５
８
，
８
５

５
千
円
と
す
る
も
の
。

「
歳
入
」
主
な
も
の

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
金

７
６
，
５
０
０
千
円

条
　
例
　
改
　
正

報
　
告
　
案
　
件

町
道
路
線
認
定

補
　
正
　
予
　
算

追
　
加
　
議
　
案
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11
月
30
日
に
臨
時
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
期
は
当
日
１
日

と
し
、
提
出
さ
れ
た
案
件
は
条
例

改
正
案
件
１
件
、
令
和
３
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
案
件
１
件
で
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

す
さ
み
町
議
会
議
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て（
内
容
）

令
和
３
年
８
月
の
人
事
院
勧
告

の
と
お
り
、
国
家
公
務
員
の
期
末

手
当
の
引
き
下
げ
が
決
ま
っ
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
に
準
じ
て
議
員
及

び
職
員
等
の
給
与
改
定
等
を
行
う

た
め
、
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
。

令
和
３
年
度
す
さ
み
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い

て（
内
容
）

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
事
業
」
に
か
か
る
も
の
で
、
既

定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
９
，
９
０
０
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
47
億
８
５
，
８

３
３
千
円
と
す
る
も
の
。

臨　

時　

議　

会

条
　
例
　
改
　
正

補
　
正
　
予
　
算

本
会
議
を
傍
聴
し
て

本
会
議
を
傍
聴
し
て

　
　
　
　

み
ま
せ
ん

　
　
　
　

み
ま
せ
ん
かか
!!!!

本
会
議
を
傍
聴
し
て

　
　
　
　

み
ま
せ
ん
か
!!

　

定
例
会
は
毎
年
、
３
月
・
６
月
・
９
月
・
12
月
に

開
か
れ
ま
す
。

　

議
会
開
会
日
は
、
開
会
日
前
日
の
夕
方
に
町
内
放

送
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

岡本議長表彰される（総務大臣表彰）
　
こ
の
賞
は
、
議
会
議
長
と
し
て
地
方
自
治
の
振
興
・

発
展
に
寄
与
し
た
功
績
に
対
し
、
総
務
大
臣
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
議
会
の
初
日
、
会
議
に
先
立
ち
、
受
賞
さ
れ
た

岡
本
議
長
に
表
彰
状
の
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。
伝
達

後
、
浦
副
議
長
と
町
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
受
賞
し
た

岡
本
議
長
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。



ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
は
行
政
と
し
て
町
内
外
に
取
り

組
む
姿
勢
を
見
せ
る
絶
好
の
機
会

に
な
る
の
で
は
。

町
長

す
さ
み
町
で
は

平
成
30
年
度
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画
を
作
成
し

て
お
り
ま
す
が
、
宣
言
に
当
た
っ

て
は
、
他
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
や
地
域
住
民
、
企
業
の
意
識

醸
成
、
気
運
の
状
況
な
ど
を
か
ん

が
み
て
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
県
や
周
辺
市
町
村
な
ど
と

の
情
報
共
有
や
動
向
も
あ
わ
せ
、

今
後
、
宣
言
実
施
の
有
無
を
含
め

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
を
機

に
目
標
を
設
定
し
、
軌
道
に
乗
せ

る
ま
で
の
期
間
限
定
で
も
い
い
の

で
担
当
課
も
し
く
は
担
当
職
員
を

置
く
考
え
は
。

町
長

現
在
一
人
の
職

問答
弁
　

問答
弁
　

町政のここがききたい

一般質問
！

掲載した内容は、議員
が質問と答弁をまとめ
たものです。

員
が
幾
つ
も
の
仕
事
を
し
て
い
る

中
で
専
従
に
す
る
と
い
う
事
は
難

し
い
と
思
う
が
責
任
を
持
つ
課
を

決
め
て
調
整
を
図
っ
て
い
け
ば
よ

い
。
今
よ
り
も
効
果
的
に
積
極
的

に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
を
約
束
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

道
の
駅
周
辺
整
備
に
つ
い

て
で
す
が
、
一
昨
年
、
環
境
省
の

補
助
事
業
で
、
す
さ
み
町
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
導
入
可
能
性
調
査
を
行

い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
「
フ
ェ
ア

フ
ィ
ー
ル
ド
・
バ
イ
・
マ
リ
オ
ッ

ト
」
に
同
じ
く
環
境
省
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
・
熱
自
立
的

普
及
促
進
事
業
に
採
択
さ
れ
、
チ

ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
モ
デ

ル
と
な
る
一
連
の
事
業
と
し
て
環

境
省
の
期
待
も
大
き
い
し
評
価
も

高
い
で
す
。
道
の
駅
が
防
災
道
の

駅
と
し
て
認
定
を
受
け
た
わ
け
で

す
か
ら
、
自
家
消
費
型
の
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
や
太
陽
光
・
小
風
力
の

組
み
合
わ
せ
で
停
電
を
し
な
い
エ

リ
ア
を
作
れ
ば
、
防
災
の
拠
点
と

し
て
他
に
な
い
最
大
の
魅
力
あ
る

施
設
に
な
る
と
思
う
が
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

問

町
長

道
の
駅
は
、南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
及
び
そ
れ
に
伴

う
津
波
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
る
と
想
定
さ
れ
る
周
辺
地
区

の
避
難
場
所
で
あ
り
、
緊
急
車
両

や
支
援
物
資
等
が
集
ま
る
広
域
防

災
拠
点
で
、
国
内
で
４
ヵ
所
の
重

点
防
災
道
の
駅
に
選
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ホ
テ
ル
に
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
ボ
イ
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
、
二
酸

化
炭
素
排
出
削
減
と
同
時
に
林
業

活
性
化
と
燃
料
費
削
減
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
現
在
は
、
温
浴
施
設
の

熱
供
給
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

答
弁
　

堀
谷
　
伸
二

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
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今
後
、
道
の
駅
周
辺
の
既
存
施
設

へ
の
熱
源
供
給
・
農
業
分
野
へ
の

発
展
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
活

用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
に
向
け
、
積
極
的
な
エ
コ
対

策
が
求
め
ら
れ
る
現
在
社
会
に
お

い
て
、
自
家
消
費
型
発
電
が
注
目

さ
れ
て
い
る
の
で
防
災
対
策
も
含

め
前
向
き
に
検
討
し
て
、
出
来
る

こ
と
か
ら
実
施
し
て
い
け
ば
良
い

と
思
い
ま
す
。

木質バイオマスチップボイラー
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当
初
の
計
画
で
は
大
鎌
の

残
土
処
分
場
が
間
も
な
く
残
土
の

搬
入
が
完
了
す
る
為
、
和
歌
山
県

か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
処
分
場
と

し
て
曲
利
残
土
処
分
場
が
選
定
さ

れ
、
８
月
26
日
の
全
員
協
議
会
に

お
い
て
用
地
買
収
は
完
了
し
た
旨

の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
の

進
捗
状
況
と
跡
地
利
用
は
。

町
長

令
和
元
年
５
月

に
和
歌
山
県
よ
り
、
県
道
す
さ
み

古
座
線
改
良
工
事
で
発
生
す
る
残

土
を
処
分
す
る
候
補
地
を
探
し
て

ほ
し
い
と
の
依
頼
を
受
け
、
現
場

に
近
い
曲
利
地
区
を
選
定
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
地
権
者
へ
の
意
向

調
査
と
説
明
会
を
行
い
、
令
和
２

年
９
月
議
会
に
用
地
取
得
の
予
算

を
計
上
し
可
決
。
令
和
３
年
９
月

議
会
に
お
い
て
契
約
に
つ
い
て
の

議
決
を
頂
き
全
て
所
有
権
移
転
登

記
も
完
了
し
て
い
ま
す
。
国
や
県

の
工
事
に
よ
り
造
成
地
に
適
し
た

問答
弁
　

土
砂
で
あ
れ
ば
搬
入
を
考
え
て
い

ま
す
。
土
砂
搬
入
後
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中
で
す
。

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
災

害
有
事
も
考
慮
し
、
自
然
も
生

か
せ
る
よ
う
、
有
効
活
用
し
て
は

問

ど
う
か
。町

長

自
然
環
境
も
整

っ
て
い
る
為
、
地
元
の
皆
さ
ん
や

議
会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
町

内
外
か
ら
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
楽
し
め

る
よ
う
、
は
っ
き
り
目
標
を
決
め

て
造
成
に
取
り
掛
か
り
た
い
。

答
弁
　

�
田
　
靖
広

曲
利
残
土
処
分
場
に
つ
い
て

森
林
の
整
備
は
地
球
の
温

暖
化
防
止
の
み
な
ら
ず
、
災
害
防

止
や
水
源
の
涵
養
、
地
方
創
生
や

快
適
な
生
活
環
境
の
創
出
等
に
繋

が
り
ま
す
。
数
年
前
に
佐
本
地
区

で
森
林
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
今
後
、
土
砂
災
害
も
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
積
極
的
に
森
林

整
備
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
た
め
に
林
道
整
備
が

必
要
と
思
う
が
。

町
長

す
さ
み
町
に
は

46
路
線
も
の
林
道
が
点
在
し
て
お

り
、
森
林
整
備
や
間
伐
、
搬
出
等

の
目
的
で
森
林
組
合
な
ど
林
業
事

業
体
や
、
有
害
動
物
駆
除
の
目
的

で
猟
友
会
会
員
な
ど
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
近
年
の
大
雨
や
台
風

の
影
響
に
よ
り
、
荒
廃
し
て
い
る

林
道
も
あ
り
ま
す
。
定
期
的
な
見

問答
弁
　

曲利残土処分場用地

林
道
整
備
に
つ
い
て

回
り
や
林
道
利
用
者
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
、
修
繕
す
べ
き
林
道
の

優
先
順
位
を
決
め
修
繕
を
行
っ
て

い
ま
す
。日

本
の
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
や
災
害
防
止
等
を
目
的
に
森
林

整
備
に
必
要
な
地
方
財
源
を
安
定

的
に
確
保
す
る
た
め
に
森
林
環
境

税
や
、
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す

る
法
律
が
成
立
し
て
い
ま
す
が
、

森
林
環
境
税
は
、
令
和
６
年
か
ら

年
間
千
円
の
増
税
と
な
り
ま
す
。

血
税
を
有
効
利
用
で
き
な
い
か
。

町
長

現
在
す
で
に
、環

境
譲
与
税
を
活
用
し
、
取
り
組
ん

で
い
る
所
で
す
。
近
隣
の
他
市
町

村
と
も
協
力
し
て
、
周
遊
に
す
る

こ
と
で
林
道
ウ
オ
ー
ク
や
バ
イ
ク

で
走
っ
て
頂
く
よ
う
な
こ
と
も
提

案
し
て
い
ま
す
。
観
光
だ
け
で
な

く
、
防
災
の
面
も
含
め
て
、
出
来

る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

答
弁
　

問

林道広瀬谷線
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つ
い
て
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
声

と
し
て
、
バ
ス
停
に
行
く
ま
で
が

つ
ら
い
、
ま
た
、
乗
り
換
え
て
移

動
す
る
こ
と
は
大
変
に
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
最
近
で
は
バ
ス
に
乗

る
人
が
少
な
く
、
空
で
走
っ
て
い

る
こ
と
に
町
民
の
方
か
ら
、
も
っ

た
い
な
い
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
先
の
議
会
で
紹
介
し

た
よ
う
に
新
宮
市
熊
野
川
町
で
走

っ
て
い
る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
へ

の
移
行
を
実
現
で
き
な
い
か
。

町
長

現
在
は
利
用
者

数
の
少
な
い
路
線
に
お
い
て
デ
マ

ン
ド
バ
ス
運
行
へ
の
切
り
替
え
や

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
に
つ

い
て
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

制
度
の
周
知
と
そ
の
後
の

状
況
は
。
ま
た
、
町
と
し
て
、
補

助
制
度
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

町
長

補
装
具
支
給
制

度
の
周
知
を
し
て
障
害
者
手
帳
の

取
得
を
勧
め
て
い
ま
す
が
、
新
規

利
用
者
は
令
和
３
年
度
現
時
点
で

１
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
常

生
活
に
補
聴
器
が
欠
か
せ
な
い

方
々
を
支
援
す
る
た
め
既
存
の
制

度
利
用
の
促
進
と
平
行
し
て
当
町

に
見
合
っ
た
支
援
制
度
に
取
り
組

み
ま
す
。

問答
弁
　

答
弁
　

議会だより
（6）

す
さ
み
町
議
会
だ
よ
り

電
　
話
０
７
３
９
（
55
）
４
８
０
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
３
９
（
55
）
２
５
６
６

昭
和
五
十
六
年
九
月
二
十
日
創
刊

令
和
四
年
二
月
一
日
発
行
（
年
四
回
発
行
）

す
さ
み
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
を
利
用
す
る
に
あ
た
り
、
江

住
の
町
道
を
往
来
す
る
車
が
絶
え

な
い
。
狭
い
道
路
を
大
き
な
車
が

行
き
交
う
た
め
、
溝
蓋
や
家
屋
の

損
壊
な
ど
も
で
て
い
る
。
交
通
対

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長

速
度
制
限
表
示

板
の
設
置
や
取
り
締
ま
り
の
強
化

等
、
出
来
得
る
対
策
は
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
度
よ
り
側

溝
の
整
備
工
事
も
始
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
量
を
少
な
く
す
る
た

め
カ
ー
ナ
ビ
で
の
道
路
案
内
を
し

な
い
よ
う
道
路
協
会
に
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
住

民
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
努

め
ま
す
。町

道
の
入
り
口
に
そ
れ
ぞ

れ
通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

よ
う
な
表
示
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
家
屋
の
損
壊
し
た
と
こ
ろ

は
一
度
調
査
し
て
、
救
済
の
制
度

問答
弁
　

問

の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
検
討
し

て
い
た
だ
け
な
い
か
。

町
長

高
速
道
路
が
南

進
す
る
こ
と
で
、
若
干
交
通
量
が

減
る
と
思
い
ま
す
。
現
状
の
中
で

少
し
で
も
町
民
を
守
る
た
め
の
対

策
を
講
じ
る
以
外
に
な
い
と
思
い

ま
す
。望

児
橋
の
拡
幅
に
つ
い
て
、

２
０
１
６
年
３
月
議
会
の
岸
議
員

の
質
問
へ
の
答
弁
で
は
、
仮
設
橋

梁
な
ど
の
工
事
を
含
め
る
と
多
額

な
費
用
と
な
る
こ
と
や
、
架
け
替

え
工
事
を
進
め
る
上
で
今
の
と
こ

ろ
困
難
で
あ
る
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
と
思
う
。
し
か
し
、
対
応
策
を

検
討
し
た
い
と
も
答
え
ら
れ
た
。

改
め
て
橋
の
拡
幅
を
前
向
き
に
検

答
弁
　

問

討
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

ま
た
、
平
日
の
一
日
の
通
行
量
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
往
来
し
た
車
は

915
台
、
単
車
76
台
、
自
転
車
76
台
、

歩
行
す
る
人
な
ど
は
、
47
人
と
な

り
、
橋
の
手
前
で
待
ち
合
わ
せ
す

る
車
は
、
両
側
で
81
台
。
こ
の
橋

の
利
用
頻
度
は
少
な
く
は
な
い
と

感
じ
た
。町

長

望
児
橋
の
拡
幅

と
か
、
架
け
替
え
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
執
行
部
と
し
て
も
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
今
の
橋

を
改
築
す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い

と
言
う
こ
と
は
前
も
今
も
変
わ
ら

な
い
と
言
う
こ
と
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
か
ら

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
へ
の
移
行
に

答
弁
　

問

編
集
後
記

編
集
後
記

寒
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
春
を
迎
え
て
１
ヶ
月
が
経
ち

ま
し
た
。昨
年
末
よ
り
落
ち
着
き
を

見
せ
て
お
り
ま
し
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
状
況
で
し
た
が
、ま
た
も

や
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
ま
す
。

２
月
４
日
は
暦
の
上
で
は
立
春

で
す
。
も
う
し
ば
ら
く
す
る
と
梅

の
花
が
咲
き
は
じ
め
、
桜
の
花
が

咲
く
頃
に
は
春
本
番
で
す
。
出
会

い
と
別
れ
、
旅
、
行
楽
、
収
穫
な

ど
私
達
の
暮
ら
し
に
訪
れ
る
様
々

な
春
の
一
幕
が
未
曾
有
の
コ
ロ
ナ

危
機
で
再
三
再
四
の
自
粛
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
そ
う
で
す
。

す
さ
み
町
議
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
に
も
国
や
関
係
機
関
に
意
見
書

を
提
出
し
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
医
療
、

経
済
、
教
育
や
生
活
な
ど
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
や
支
援
を
求

め
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
町
執
行

部
と
共
に
迅
速
で
的
確
な
対
応
に

努
め
て
お
り
ま
す
。
今
月
か
ら
は

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま

り
ま
す
。
明
る
い
未
来
に
向
か
っ

て
こ
の
難
局
を
共
に
乗
り
越
え
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
も
う
一
踏

ん
張
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
明
け
な
い
夜
は
な
い
」。

（
広
報
編
集
委
員
長
）

竹
本
　
直
美

交
通
問
題
に
つ
い
て

補
聴
器
へ
の
補
助
に

つ
い
て

コミュニティバス・望児橋


